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今号のヘッドライン	
【1面】	 次回大会、北東アジア学会優秀論文賞	
【3面】	 2014/15年度決算案および2015/16年度予算案	
【5面】	 北東アジア学会優秀論文賞、北東アジア学会
学生奨励賞推薦受け付け	

【6面】	 総会・理事会・常任理事会議事	
【11面】	 つうしん48号記事の訂正、事務局からのお
しらせ	
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次回（第22回）大会について 
22  

 
l 2016 10 8 9  
l 慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区三

田2丁目15-45） 
l 担当校：慶應義塾大学（大西広会長） 
l 大会テーマ：「北東アジアの国際関係の打開と発展−

北東アジアの国際関係の再認識−」 
l 会場最寄り駅：JR山手線・京浜東北線田町駅、東京

都営地下鉄浅草線・三田線三田駅、東京都営地下鉄

大江戸線赤羽橋駅 
 

	 この時期は体育の日（10月10日）連休に重なり、日本
国内の旅行シーズンとなっています。それだけでなく、

中国の国慶節休暇、台湾の双十国慶節休暇にも日程が隣

接していますので、東京都内のホテル確保が難しく、価

格も高めになっているようです。お早めのご予約をお勧

めいたします。 
	 会員の発表については、追って募集いたします。もし、

企画分科会等のアイデアをお持ちの方がいらっしゃいま

したら、早めに（できれば次回常任理事会開催前々日の4
月15日頃までに）事務局までお知らせください。 
 

北東アジア学会優秀論文賞の審査結果について 
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韓国・東北亜経済学会への派遣者決定 
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1.  

2.  

3. 

第３回新潟地域研究会開催のお知らせ（3/24） 
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chn-yan@econ.niigata-u.ac.jp 

 
関東地区サテライト研究会のご案内（4/17・慶応・三田キャンパス） 
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2014/15年度決算および2015/16年度予算について 
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2014/15年度会計監査報告および決算（案） 
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2015/16年度予算（案） 

 
 
英雑誌の電子化について 

8 4 英雑誌の発行経費削減

のために、雑誌の体裁を紙媒体からPDFによる電子版に

移行することを決定いたしました。これは、英雑誌の印

刷費を削減することによって、年間の赤字額をほぼ半減

できるとの計算に基づいています。この件についても、

予決算と同じく、会員の皆様のご意見を頂戴したいと思

います（今年度予算案は、英雑誌の電子化を前提とした

額となっています）。
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北東アジア学会優秀論文賞の推薦受付について 
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http://www.anears.net/jm/rombunsho.pdf 

.doc .pdf

 

http://anears.net/jm/form07.doc 

http://anears.net/jm/form07.pdf 

 

北東アジア学会学生奨励賞の推薦受付について 

2015/16 2016 4 15

 

108-8345 

東京都港区三田2丁目15-45 

 

 

jimukyoku@anears.net 

 

優待会員・海外通信会員への会員種別変更を受け付けます 
2015/16 4
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5000  

 

 

 

就職された方は一般会員に会員種別変更をお願いいたします 
4
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会員現状届にご協力をお願いいたします 

 

理事会・常任理事会議事(2014年12月〜2015年12月)ただし第21回大会関連除く  
 

第8期第1回常任理事会報告 

概要 

 2014 12 27 14:00-17:30 

  

 

報告事項 

[1] 事務局消息 

総会以降の業務執

行状況、これからすぐ行うべき事項、現状での問題点、

問題点の解決方法  

 

[2] 第20回記念大会決算報告 

20

1,295,500 1,200,000

1,078,640

216,860

 

 

[3] 学会誌編集委員会報告 

21

 

Frontiers of North East Asian 

Studies FES 14

 

 

 [4] 地域研究会等の開催 

「北東アジア学会・北陸地区サ

テライト研究会」 2014 12 7 「北東アジア学

会・新潟地区サテライト研究会」（2014年12月20日開催）、

「北東アジア学会・関東地区サテライト研究会」（2014年

12月27日開催）  

 

[5]  会員制度変更に伴う会員種別の変更受付方法につい

て 

2015 8 1 2015/16

2015/16

 

 

協議事項 

[6] 第21回大会の日程変更について 

2014 9 21

2014/15 21 2015 10 10

11

10 17 18

 

 

[7] 第21回大会の企画について 

来年度大会の企画について「3年続

けての共通テーマ」と開催校の独自性・地域性要請とを

どのように結合するか、またプログラム委員会と開催校

の役割分担について提案があり、富山大学には副会長1名、

常任理事1名、プログラム委員1名が在籍し、十分な準備

能力を有していることから、開催校の独自性をより重視

する方向で準備することとなった。 

 

[8]  韓国・東北亜経済学会への会員派遣について 

2015年2月24日（火）〜25日（水）

に開催される韓国・東北亜経済学会大会に、会長、事務

局長を派遣する線で調整し、もう一人の会員からの派遣

を公募することが提案され、承認された。 

 

[9]  来夏の「日韓学生サミット」に対する後援名義使用およ

び協力について 

2015 8

50
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承認された。 
 

[10]  長期会費滞納会員の退会処理について 

 

 

[11]  人事（新入会員の入会承認） 

 

 

次回の予定 

8 2  

 2015 4 18 14:00-17:30 

  

 22

 

 
 

第8期第2回常任理事会報告 

概要 

 2015 4 18 14:00-17:30 

 慶應義塾大学三田キャンパス（港区） 

 

報告事項 

[1] 事務局消息 

第8期第1回常任理事会以降の
業務執行状況、これからすぐ行うべき事項、現状での問

題点  
 

[2] 学会誌編集委員会報告 

21

北東アジア学会第20回学術研究大
会シンポジウム記録、研究論文5編、研究ノート1編を掲
載見込み、書評3編など。 

Frontiers of North East Asian 

Studies FES 14 2

 

 

[3] 地域研究会の開催状況 

「九州地域研究会」 2015 1

24 「北東アジア学会・第2回新潟地域研究会」

（2015年2月28日開催）  

 

[4]  プログラム委員会の開催状況・議論の進捗状況につい

て 

2015 2

1 18

 

 

[5]  韓国・東北亜経済学会への会員派遣について 

今村弘子副会長（発表：The Economic 

Relationship between China and North Korea- Ordinary 

or Cold）、吉田央会員（発表：福島原電事故以降の日本

の原子力政策）、李鋼哲会員（発表：新常態時代の中国経

済？外交と北東アジア地域協力パラダイムの転換）とな

ったことが報告された

 

 

協議事項 

[6] 第21回富山大会の企画について 

初日（10月17日）午後のシンポジウムの内容について

は、プログラム委員会の議論を参照しつつ決定すること

が承認された。また、教室配分とコメンテーターの決定

が行われた。 

 

[7]  会員種別の判断基準について 

(1) 日本学術振興会のPD PRD SPD

(2)

(3)

20

 

 

[8]  次回理事会の開催時間について 
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	 三村光弘事務局長より、理事会の開催時間について、

事務局長の本務校業務との兼ね合いで、10:00 13:00

。 
 

[9]  人事（新入会員の入会承認） 

6  
 

[10]  今後の地域研究会について 

2015 7 25

 

第8期第3回常任理事会報告 

概要 

 2015 7 11 10:00-13:00 

 富山大学・五福キャンパス 
8 2

8 3

 

[1] 前回常任理事会の議事録確認 

第8期第2回常任理事会の議事
録が提出され、確認を行った。 

[2] 事務局消息 

第8期第2回常任理事会以降の

業務執行状況、これからすぐ行うべき事項、現状での課

題  

 

[3] 学会誌編集委員会報告 

21

5

177

 
Frontiers of North East Asian 

Studies FES 14

1

2

 

 

[4] 地域研究会の開催状況 

「関東地域研究会」 2015 7 4

 

 

[5]  プログラム委員会の開催状況・議論の進捗状況につい

て 

21

 

 

[6]  第21回富山大会の参加申し込み状況 

21

 

 

協議事項 

[7] 第21回富山大会の企画について 

初日（10月17日）午後のシンポジウムの内容について

は、プログラム委員会の議論を参照しつつ決定すること

が承認された。また、教室配分とコメンテーターの最終

決定が行われた。 

 

[8]  今後の地域研究会について 

 

2015 7 25 ( ) 13 00 17 00 

4-1-10  

3 4  

 

 

 

 

 

 [9]  人事（新入会員の入会承認） 

 
 

 

次回の予定 

8 2  

 2015 10 7 9:00 11:20 

 富山大学・五福キャンパス 

 22
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第8期第4回常任理事会報告 

概要 

 2015 12 23 14:00-17:30 

 慶應義塾大学三田キャンパス 
出席者（順不同・敬称略）：大西、今村、松野、高橋、堀

内、岡本、川口、三村 
 

報告事項 

[1] 事務局 

l 「北東アジア学会つうしん」第 48 号の発行（北東
アジア学会第 21 回学術研究大会実行委員会メンバ
ーに誤記あり。事務局長のミスであり、お詫び申し

上げます） 
l ゆうちょ銀行貯金口座と振替貯金口座の名義変更

完了と 6件の証憑の入手完了。それをもって竹村卓
監事に正式の監査を依頼し、2015 年 12月 15日会
計監査が終了（2014/15年度決算と 2014/15年度予
算についての議題参照）。振込用紙の印刷も完了。 

l 北東アジア学会学生奨励賞（2014 年分）の新潟県
立大・宗村英里佳さんに対する賞状の発行および送

付。 
l 「北東アジア学会つうしん」第 49号は第 47号以降

の理事会、常任理事会の記録および第 48 号以降の
ニュースを中心にして請求書と同時に発送（紙ベー

スで送る会員に対しては同封） 
l 2015年 12月 31日付で会費納入状況をアップデー

トし、会員データベースを更新した上で、1 月中旬
〜後半にかけて請求書を発行し、会員現状届、会員

種別変更届とともに発送。 
l 日本学術会議協力学術研究団体の実態調査（学会名

鑑）→2016年 1月 31日締め切り。事務局で会員数
確定後回答予定。 

l 教教育育のの質質確確保保にに関関すするる日日本本学学術術会会議議ののアアンンケケーー

トト→→回回答答予予定定（（そそのの後後回回答答））   
l 物故者の会員名簿からの削除 

Ø 
 

 

[2]  学会誌編集委員会報告 

和雑誌編集委員会 
l 投稿状況：投稿論文 9本、書評 4本。 
l 毎年ほぼ同じような内容で出てくる論文はどうす

るのか。 
l 修士課程の学生の投稿も当分制限しない。 

 
l 英雑誌編集委員会の構成 

Ø 現在のところ、森川裕二（長崎大学）会員、五
十嵐誠一（千葉大学）会員、松村史紀（宇都

宮大学）会員から快諾をいただいた。今後、

さらに１〜２名の編集委員をお願いしたく、

交渉中である。 
Ø 電子出版化の問題とそのための英文ホームペー

ジの作成の問題は協議事項 
 

[3] 北東アジア学会優秀論文賞 

l 審査委員長：若月章副会長、審査委員：髙橋正樹会

員（新潟国際情報大学） 
→審査結果の提出を待って、メール審議（持ち回り常任

理事会）にて決定する。 
 

[4] 北東アジア学会学生奨励賞 

l  

 

 

[4] サテライト研究会の開催 

l 2015年 12月 23日（水・祝）10:00〜13:00	 於	 慶
應義塾大学三田キャンパス研究室棟 1階 A会議室 

l 内容 
Ø 成双之（慶應義塾大学大学院）「中国の退耕還林

プロジェクトの経済評価と課題」討論者	 大

西広（慶應義塾大学経済学部） 
Ø 前田幹博(早稲田大学大学院)	「ドイッチュの安

全保障共同体によるアセアンへのインプリケ

ーションについて―アチャリアの論文より」

討論者	 佐渡友哲(日本大学法学部) 
Ø 杜世鑫（青山学院大学大学院）「1956 年ポーラ

ンド危機、ハンガリー事件における中国共産

党の意思決定」討論者	 松村史紀（宇都宮大

学国際学部） 
 

協議事項 

[1] 人事 

l 現在の会員数 262名（一般 215、学生 44、賛助 3） 
l 会員の退会希望（3名） 

Ø 

 
l 長期滞納会員の退会処理対象 53 名。退会処理をす

ると会員数は 206名（一般 173、学生 30、賛助 3）
となる。→2014年、15年に支払った人は退会対象
から抜く。内山、沢田、宋の各会員は退会対象から

ぬき、32 番から 39 番は海外会員に登録する（36
除く） 

[2] 事務局 

l 「北東アジア学会つうしん」第48号の第21回大会実

行委員会の誤記について、次号（第49号）で訂正記

事を掲載する  
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l ウェブサーバの変更について：次回の常任理事会ま

でに事務局経費の範囲内（年間数万円で契約できる

ところを探す）で新たなサーバ契約を行う。 
 

[3]  2014/15年度決算案 

l 振替貯金口座の名義変更後、オンラインで取得でき

なかった証憑の再発行を受け、これを元に会計帳簿

を整えた上で、2015年 12月 15日に竹村卓監事の監
査を受けた（内容的には、前回総会時に行われた暫

定決算と同じ）。 
l 齋藤監事からは、前回の暫定的な監査の結果を踏ま

え、竹村監事による監査を受けることで問題は補完

されるとの意見を 2015 年 11 月 25 日にいただいて
いる。 

l 

l 予決算は会則により総会決定事項となっているた

め、臨時総会をオンラインで開く必要があるか、そ

れとも来年の大会まで暫定決算、暫定予算のままい

くのか。 
→「つうしん」49号に案を掲載して、意見を一定の期間
郵便とメールで募って、その次の「つうしん」50号で結
果を発表。 
→大会開催費については、渡しきりの制度自体は変えな

いが、簡単な精算を行っていただいて、残った金額は返

していただけるように「推奨」する方向性。	  
→学会誌販売価格は、合計 1500円、本体 1389円でいく。 

 

[3] 英雑誌編集委員会 

l 英雑誌の発行経費削減のために、雑誌の体裁を紙媒

体から PDF による電子版とし、学会ホームページ
上で最新号を含め無料公開することは必要か。 

l もしそうするとすれば、最低限の英語版トップペー

ジを作成して、雑誌の PDF、投稿規定等の必要な情
報を提供する必要がある。 

l 今後電子媒体になることを明示して call for paper
とする。発行後すぐに PDF で公開する。締め切り
を 4 月 30 日とする。編集委員長と編集員の名前を
出す。 

l 書面上の臨時総会の議題にこの問題を入れる。 
 

[4] 2015/16年度予算案 

l 英雑誌の発行形態により、第 1 案と第 2 案があり、
発行形態の議論を受けて議論を行う→電子化を前

提とした第 2案で承認 
 

[5] 韓国東北亜経済学会への会員派遣 
l 2016年 2月 17日か 18日のどちらかになる予定。

発表論文（英語または朝鮮語）の締め切りは先方学

会が 2月初旬なので、北東アジア学会では 1月末締
め切り。 

l 原則 3名派遣するところ、一般的には会長または副
会長もしくは常任理事、優秀論文賞の受賞者（希望

した場合）、もう一人という形だが、どうするか（大

西会長は、大学業務の関係で参加が不可能）松野副

会長（17日であれば）または今村副会長、川口常任
理事、峯田会員（副賞として）。 

 

 [6] 中国マクロ経済管理教育学会への会員派遣 

l 2016年秋の予定。派遣を従来どおり行うかどうかを
決定。→次回の常任理事会で継続審議 

 

[6] 次回大会について（プログラム委員会） 

l 2016年 10月 8日（土）〜9日（日）慶應義塾大学
三田キャンパス（田町）で開催。大会の準備態勢を

どうするのか。 
l 中国の国慶節休暇、台湾の双十国慶節休暇と重なっ

ているため、告知を早めに行い、会員にホテルの確

保を促す必要あり。 
l プログラム委員会と大会実行委員会の役割分担は、

一般的には大会実行委員会は開催校に設置し、実行

委員長は開催校より選出する。初日のシンポジウム

以外の分科会に関するすべての事項（大会会場の設

定・運営（シンポジウム会場も含む）、補助学生等

の動員・管理、弁当の手配、韓国学会への連絡と宿

泊等手配、予稿集の印刷を行う。 
l 大会実行委員会は、報告者募集、予稿集・論文収集、

分科会設定、座長と討論者の選出の原案を作成し

（未定部分が残ってもよい）、その原案を常任理事

会で検討、補完する。 
l 学会事務局と連絡を密にしながら分担する。ただし、

学会事務局への依頼事項は、大会実行委員会から事

務局へ直接依頼する。 
l プログラム委員会は、初日のシンポジウムに関する

事項（会場の設置・運営は除く）。シンポジウムの

テーマを設定する、それに即して報告者、司会者、

討論者を選出する。報告者、司会者、討論者への依

頼をする（あるいは「依頼」を要請する）。司会者

にシンポジウム全体の流れ（時間・役割等）を大会

直前に報告者と討論者に周知してもらうよう依頼

する。 
l 第 22回慶応大会のシンポジウム 

Ø （１）サブテーマの設定「北東アジアの国際関
係の打開と発展−北東アジアの国際関係の再

認識−」 
Ø A 	 米国と北東アジア（米国の北東アジアへの

コミットメント）報告候補者：中戸会員（立

命館大学） 
Ø B	 ロシアと北東アジア（ロシアの北東アジア

へのコミットメント）報告候補者：堀内先生
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（早稲田大学） 
Ø C	 中韓関係（中韓関係を北朝鮮を含めた政治

的側面から論じる）報告候補者：韓国で探す

（提携学会員とは限定しない、言語は朝鮮語

のみでも可：事前フルペーパー翻訳で対応。

ディスカッションはウィスパリングで対応） 
Ø 討論者：それぞれの報告に対する直接の討論で

はなく、報告も参照しながら次の視点を中心

に討論する 
Ø A	 日中関係：討論候補者	 大西会長（慶應義

塾大学） 
Ø B	 日韓関係：討論候補者	 孔会員（日本大学） 
Ø 司会者：候補者	 若月副会長（新潟県立大学） 

l 大会運営 
Ø 今回は慶應に会員がひとりであること、会長業

務と重なるため、事務の分担は一般ルールと

は別に検討する。 
Ø 慶応実行委員会担当事項：会場設定、補助学生

動員、懇親会設定、海外ゲストホテル確保、

弁当予約 
Ø プログラム委員会・学会事務局協力事項：大会

に関する会員への周知（一部会員を除きメー

ルとウェブ）、報告希望者確認、レジュメ収集、

予稿集（印刷版）作成、弁当希望者と懇親会

出席希望者の数確認 
Ø フルペーパーについて：フルペーパーの提出は

義務化するか？→次回の常任理事会で再度議

論 
次回の予定 

8 5  

 2016 4 17 14:00 17:00 

 慶應義塾大学三田キャンパス 

 22

つうしん48号記事の訂正 
48 21
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事務局からのおしらせ 

[1] 会費納付のお願い 

(1) 2015/16  

2015/16

同封の郵便振替払込票

 

5  

  10,000  

  5,000  

  5,000  

  20,000  

  

 

ゆうちょ銀行郵便振替口座 

口座番号 00990-3-117008 

口座名義人 北東アジア学会 

 

銀行振込 ゆうちょ銀行以外 1 

 ゆうちょ銀行 9900  
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 四三八
ヨンサンハチ

438  

 普通8097831 

 北東アジア学会 

銀行振込 ゆうちょ銀行以外 2 

 ゆうちょ銀行 9900  

 〇 九 九
ゼロキュウキュウ

099  

 当座0117008 

 北東アジア学会 

銀行振込 ゆうちょ銀行  

14380 

80978311 

北東アジア学会 

 

[3] 会員への／との情報提供・交換について 

8

 

 

 なお、メーリングリストの不達が散見されております。メール

アドレスを登録されているにもかかわらず、学会のメーリング

リストを受け取られていない方は至急、事務局までお知らせ

ください。 

 

[4] 学会ウェブサイト会員専用領域へのアカウントとパスワ

ード 

anears TOra1001 

 

pdf

 

 

編集後記 

49 8 21
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